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【日常活動】

合計２８団体からなる地域の子育てサークル、子育て支援ボランティア団体、子育て関係組織との情報交換

及び連携・協力を行う。

・子育て支援事業。

・子育て情報誌の発行。

・その他ネットワークの活動に必要な事業。

【全道一斉行動参加事業】

１ 「母子自立支援セミナー」の開催

  ひとり親（母子家庭）の自立を目指し、就労問題や生活における問題解決能力、精神面での不安等

の解消を図ることを目的に開催。

第１回

・実施期間   平成24 年9 月11 日

       16時から18時

・場  所 稚内市役所5 階正庁

・活動対象   母子・父子家庭等

・参加隊員   19 名

・内  容 講演 養育費をもらって

いますか？

～子どもの幸せのために～

・講 師  養育費相談支援センター

諏訪 亨 氏

子育て支援団体、サークル、個人等の地域住民の参加による、「稚内市子育て支援ネットワーク」を設立し、

地域ぐるみの支援活動を推進するとともに、「地域の食育を考える集い」、「稚内市児童館祭り」等の活動を通

して、地域住民の少子化対策への意識醸成や連携を促進し、地域の子育て力のパワーアップを図る。

結成 平成１７年６月２７日 隊員数 ３，７００ 名

主な構成団体  「稚内市子育て支援ネットワーク」

隊員構成の傾向 子育て中の父母、子育てを終えた子育て経験者、子育て支援ボランティア
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１ 稚内市児童館祭り

・実施期間   平成24 年9 月29 日

10 時00 分から13 時30 分

・場  所 富岡児童センター

・活動対象   全市対象 就学前児童親子100 名、

       就学児童400 名、大人６０名

・参加隊員   隊員：35 名

・内  容 「遊びのキャラバン隊工作教室」

      「民生児童委員コーナー」「ヨーヨー釣り」

「射的、スマートボール」

「フリースロー」「わたあめ」

「ちびっこミニ縁日」「ポップコーン」「パットゴルフ」「ペーパークラフト」

「ストラックアウト」「タッチプール」「アイロンビーズ」「将棋」の開催

【その他事業】

１ 「ちびっこ集まれ！わいわい運動会」の開催

  ・実施期間 平成24 年9 月21 日 緑体育館

  ・対  象 未就学児童とその親 103 組（206 名）

  ・内  容 親子体操&ダンス（ストレッチ&ダンス）、各種親子運動会
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※問い合わせ先 稚内市教育委員会教育部こども課子育てグループ0162-23-6529

○成果・効果など

「稚内市子育て支援ネットワーク」を設立し、就学前の乳幼児を対象とした「わいわい交流会」や「児童館祭

り」「世代間交流」等のイベントを通じて、実績にも現れているように多くの参加があり、地域ぐるみの支援活

動の成果が認められた。

○課題、今後の展開など

課題については、保護者のみならず、地域から発信できるような、子育てに関心が持てる取り組みが必要です。

本事業を契機として組織した、「稚内市子育て支援ネットワーク」をより発展させ、関係機関・団体との効果

的な連携を行い、全市的な子育て支援の地域の輪を広げていく必要があります。

子育て支援PR等の情報提供がまだまだ不備なところがあり、企業や各関係機関等に直接出向き積極的なPR

に重点を置く必要があります。

【他団体の活動】

１ 人権教室の開催（稚内人権擁護委員協議会）

  

   2 月～3 月 保育所６ヶ所 幼稚園６箇所

  ※対象幼児：３６１名

  

２ 「先輩ママの子育て応援団」事業

ラレーチェリーグ稚内 代表マーサ ルザンナ氏による「母乳育児教室」についての講演。

目  的：赤ちゃんを母乳で育てたいお母さんに情報や励ましを伝え、楽しく母乳育児が出来るよう支援

する。

  実施場所：東児童館
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※ 問い合わせ先 鬼志別保育所・子育て支援センター ０１６３５－２－３６６６

【日常活動】

① ブックスタートの読み聞かせ

② 文庫開放

③ ボランティア学習会等

④ 地域も参加出来る子育て支援

【事業活動】

① 子育て親子遊び・ひろばではおはなし広場などの親子支援

② 子育て講座・講演会

③ 赤ちゃん抱っこ体験事業

鬼志別保育所及び子育て支援センターの機能を生かし、猿払村の子育て・子育ち支援の推進を図るために、子育て

支援に関心のある地域住民、団体等のボランティア、児童・生徒、保健・福祉関係職員や教育関係者などがネットワー

クとなり、活動を推進する。

○成果・効果など

・ 支援センターにおいての親子支援、又はなかなか遠くて参加が難しい地区への移動広場も回数を増やし、

出向いていく広場にも重点を置いている。該当地区のボランティア、保健師にも参加してもらい連携をと

り定着化した。

・ 父親への視点をあてた講座「親子でクッキング」の取り組み､母親へのリフレッシュ講座「ウッディ表札

作り」「心と身体のセルフケア」「プリザーブドフラワー」講座も好評で、子育てボランティアが支えた。

・ 思春期の子ども達へ親準備性をもってもらうために、命と性を結びつけた「赤ちゃん抱っこ体験」は中学

1年生全員が取り組め、小さな命とのふれあいがもて、中学校・保健師・ボランティア・地域の親子・支

援センターが連携をとれたなかで実施できた。（平成1８年からの実施）

・ ブックスタートは関連機関との連携で、100％の親子が身近に絵本のある環境がつくれた。その後の健診

対象者のフォローも定期的に実施をし、課題のある親子への対応が明確になった。（おはなし広場月1回

の実施も定着してきた）

○課題、今後の展開など

・ 各地区に子育てボランティアを配置したいが、まだ空白地域がある。

・ 見えない親子や、つながりの取れない親子に対しては、保健師にも積極的に働きかけてもらうよう連携を

さらに強化していく。

・ 地域の力の掘りおこし、事業のPRの周知が課題。

・ 学校で課題のある地区への視点に重点を置く。

結成 平成１６年４月１日 隊員数 ２１ 名

主な構成団体  鬼志別保育所、子育て支援センター、子育て中の親、子育てボランティアほか

隊員構成の傾向 子育て経験者の主婦等



90

※ 問い合わせ先   浜頓別町こども園地域子育て支援センター  ０１６３４－２－３５３５

【日常活動】

  ① 子育て支援センターを中心に日常の活動、交流の中で子育てについての情報交換

【事業活動】

① 親子触れ合い遊び

② 子育て講座、講演会、講習

③ 会員の交流（お食事会）

④ 通信（月１）

⑤ こども園園児との交流

家庭だけの子育てから地域全体で子どもを育てる活動を推進し、安心して子育てができる環境作りを目指す。

○成果・効果など

・子育て支援センターを利用することで、親子の交流を持つことが出来て、育児等に関し互いが共感しあえ

る仲間作りが出来た。また、子育てにおける育児不安等を相談することで育児不安の軽減が出来た。

・子育て支援センター事業に参加することで地域の子どもやこども園園児、子育て家庭との関わりや交流を

持つことが出来た。また、日常生活では、体験できない季節の行事などに参加することで、親と子の関わ

りが深まりいろいろな体験が出来た。

○課題、今後の展開など

・活動のＰＲをしながら子育て中の母親たち以外の会員の拡大に努め、子育てがしやすい環境を作る。

結成 平成１１年４月１日 隊員数 １２ 名

主な構成団体  育児サークル「どんぐり」

隊員構成の傾向 子育て中の地域の母親
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＊問い合わせ先 中頓別町認定こども園  ０１６３４－６－２７２７

【日常活動】

① 放課後児童交流

② 生活職人などによる活動ボランティア（畑・花壇の管理など）

③ 中頓別町認定こども園園庭開放

④ 子育て支援センター文庫開放・センター開放

【事業活動】

⑥ 小学生による絵本の読み聞かせ

⑦ 小・中・高生を対象とした保育体験事業

⑧ 児童館のお話会ボランティア事業。

⑨ 世代間・施設間交流

⑩ 異世代交流

⑪ 幼児や保護者対象にした健康支援

⑫ 子育て支援あそびの広場・子育て講演会・子育て相談など

⑬ 文化・伝統の継承事業（盆まつり、注連縄作りなど）

「中頓別町認定こども園」の機能を生かし、子育てを地域住民、児童・生徒、福祉施設等のネットワークで支

援し、小さな町だからできる、切れ目のない人と人との繋がりを大切にした、心温まる支援活動を目指す。

○成果・効果など

・ 児童・生徒たちが様々な交流を通して、園のこども達と深く関わることで、幼児や乳児に愛情をもって接す

ることができたり、また保育士の仕事を体験するなどの活動によって、自分の将来について考えるようにな

ったり、保育士という仕事に興味・関心を持つきっかけになっている。

・ 異年齢児や世代間交流を広く一般の町民も交えて行うようになってから、散歩や戸外活動の際に、園児のほ

うから気軽に町民や老人に声を掛けたり、また掛けられたりの関係が出来その結果一般の町民の方々も、園

の行事などにも積極的に参加してくれるようになった。

・ 子育て講座や子育てに関する実技研修などでの出会いを通して、子育て中の親同士が相談し合ったり、共に

共感しあえる仲間作りの場を提供することで、認定こども園を身近な施設と感じてもらうようになった。

○課題、今後の展開など

・ 子育てに興味・関心を持ち、町民ひとり一人が子育てに関わっていると言う意識を持つために、求められる

活動とは何か、知恵を出し合い考えていく。

結成 平成１９年４月１日 隊員数 １５ 名

主な構成団体  中頓別認定こども園、子育て支援センター、放課後児童クラブ、子育て中の親、読み聞かせ

ボランティア等  

隊員構成の傾向 こども園職員、子育て経験者の主婦等、中学生
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※ 問い合わせ先 枝幸町役場町民課（子育て保育グループ） 0163-62-1237

【日常活動】

・放課後児童クラブボランティア

・小学校での図書ボランティア（読み聞かせ、紙芝居、図書室整備）

・子ども会館での紙芝居

【事業活動】

・図書館でのおはなし会（年４回）

・ブックスタートボランティア

枝幸町の子育て支援活動の活性化を図るために、読み聞かせボランティアによる子どもたちへの読書活動を推

進するとともに、保護者も対象とした読み聞かせを通した親子のふれあいを大切にする。

○成果・効果など

・ブックスタートを通じて、本の楽しさを沢山の母と子に伝えられ、本に対する興味をもっていただいた。

・図書室ボランティアでは、子どもたちが図書室へ来やすくするための環境を整えることができた。

○課題、今後の展開など

・隊員数が少なく、活動が十分にできない。

・子育て支援に関する情報提供の中で興味ある住民にボランティア参加の呼びかけが必要。

結成 平成１６年２月４日 隊員数 ６ 名

主な構成団体   一般住民

隊員構成の傾向  保育経験者、子育て経験者の主婦
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※ 問い合わせ先 おはなしくれよん ０１６２－８２－２１３７

【日常活動】

⑤ 読み聞かせ会（対象：入園前のこどもから保育園児）に向けての準備

【事業活動】

④ 読み聞かせの会（月１回 第3土曜日）

⑤ 特別公演 （人形劇・紙芝居）

③ 豊富町内の保育園・へき地保育所へ読み聞かせ、人形劇の出前公演

読み聞かせを通して本の楽しさ素晴らしさを伝えることにより、幼児期における人格形成の基礎づくりに貢献する。

○成果・効果など

・ 毎月の定期活動を楽しみにしてくれるようになった。

・ 地域の読書ボランティアとして教育委員会、保育園などと連携し読書活動の普及に大きな成果を上げてい

る。

・ 子どもたちに読書の楽しさを知ってもらうと同時に、保護者を通して早期からの読書習慣の形成をするこ

との重要性を啓発し、読書する子どもの育成に貢献している。

○課題、今後の展開など

・ 読み聞かせ会の対象を拡大するなど、より幅広い活動を検討していきたい。

・ 新規会員の募集拡大

結成 平成１０年８月 隊員数 ５ 名

主な構成団体  個人

隊員構成の傾向 主婦等
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※ 問い合わせ先 礼文町役場町民課保健推進 0163-8６-１００１

【日常活動】

・絵本読み聞かせ

・リズム体操・手遊び

・親子交流

【事業活動】

・季節に合わせた製作・行事

保育所入所前の幼児と保護者が気軽に集い、情報交換や育児不安の解消や子どもの健康等に関する相談を行う

ことを目的とした子育てサークル

○成果・効果など

・母子の交流の活発化と子育て中の母親の悩みや不安の解消と、保育所で行うことで円滑な保育所入所

に繋げることができた。

○課題、今後の展開など

・隊員数が少なく活動が十分にできないので、隊員数を増やし事業拡大を図りたい。

結成 平成９年４月１日 隊員数 ２ 名

主な構成団体  育児サークル

隊員構成の傾向 子育て経験のある主婦（保育士ＯＢ）
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※ 問い合わせ先 利尻町役場保健福祉課福祉係 0163-84-2345

【日常活動】

・近隣に住む子育て家庭などに対する日常的な目配り、声かけ。

・地元子育てサークルの支援

【事業活動】

・なかよし安心広場事業

地元子育てサークルと共に事業をとおして育児等に関する不安や悩みの解消を図る。

  ・転勤（転入）家族との地域ふれあい支援活動

   当町へ転勤等により転入してきた家族が早く地域に馴染めるよう交流会等を開催する

地域全体で子どもや子育て家庭を支援する活動を推進するとともに、地域ぐるみの活動として定着することに

より、利尻町における「地域の子育て力」のパワーアップを図る。

○成果・効果など

・地域から多数の親子が事業をとおし集い合うことで、育児等に関し互いが共感し合えるきっかけ作りができた

・日常生活では体験できない行事を実施することで親と子の関わりを深めることができた

・転入家族の方々から、地域の風土や慣習などを早くに学べたと好評であった

○課題、今後の展開など

・活動をＰＲすることで、各自治会単位で１名以上の隊員を配置していきたいと思っている

結成 平成１７年９月１日 隊員数 ６ 名

主な構成団体  民生委員児童委員・一般住民

隊員構成の傾向 子育て経験者の主婦等
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※ 問い合わせ先 利尻富士町役場福祉課福祉介護係 0163-8２-１１１３

【日常活動】

・絵本読み聞かせ

・親子交流

【事業活動】

・つどいの広場提供

・町内イベント等への参加・協力

  ・ふれあい遠足事業

  ・保育所見学会

乳幼児（母親同士）の交流と保護者が気軽に集い、安心感を得ながら問題解決への糸口等を探す機会を目的と

した子育てサークル

○成果・効果など

・母子の交流の活発化と子育て中の母親の悩みや不安の解消、つどいの広場が定着化した。

○課題、今後の展開など

・地元出身者ではない母親の地域でのくらし方や将来の不安など、相談内容をサポートするとともに

活動の活発化を図る

結成 不明 隊員数 11 名

主な構成団体  育児サークル あんぱんまんクラブ

隊員構成の傾向 子育て中の母親


